
性 に転ず る率 と,そ の時 の陽転率 との聞に相 関の傾 向

が認め られ,陽 性者 に対tて 再感染 の行われ得 ること

を示 しているのではないか と推測 され るが,こ の点 は

今後 更に例数 を増 して確めたい。

㈲ ツ反応陰転者の再陽転率が,同 期間の陰性 者の陽転

率 よ り高率 を示 してい ることか ら,陰 転後の再 陽転者

は,再 感染 による者 も含 まれてい るか も知れないが,

再感染 とは関係な ぐ,単 に ツ反応の動 揺 したに過 ぎな

い者 も相当数存在 す るものと推定 した。陰転者 にBC

Gを 接種す ると,弱 陽性者 よ りも強陽性者か らの陰転
む

。 者 の方が推定BCG陽 転率 の高い傾向があ り,又 観察

期間 の長い方が ツ反応 陽転者 中に占め る陰転後 の再陽

転 者の割合 が多 くなつていた。

5・ 結 論

農村集団 について9年 聞観察 した結果

(1)ッ 反応陰転率 は陽転後1～2年 以 内が最 も高 く,そ

の後は一旦低下するが,陽 性を継続して示す年数の長

くなるに従つて陰転率は増大して行く傾向がある。

《2)ツ反応既陽性者についても同様の傾向が認められる

が,陽 転者の場合よりも陰転率は低い。

(3)弱 陽性者程,ツ 反応の陰転者及び変動者が共に多ぐ

なつている。'

(4)強 陽性者でも観察期聞が畏くなると陰転者及び弱陽

性に転ずる者が増加してぐる。

⑤ ツ反応陰転後の再陽転者中には再感染と関係のない

ツ反応変動者がかなり含まれている。

終りに東京大学岡治道教授,公衆衛生院染谷四郎,曾田

長宗両部長の御指導と,名古量大学野辺地慶三教授,予研

柳沢謙部長並びに研究室同僚各位の御援助を感謝する。

交 献

(1)  Dahlstrom, A. W.: Am. Rev. Tubero. 42 

 471-487, 1940.

抗 酸 陛 雑 菌 と そ の ッ ベ ル ク リ ン様 物 質 に 関 す る研 究

その2・ 学童集団に訟ける抗酸性雑菌 ツベルク リン様物質及 び旧 ツペ

　　　　 ノμク リン反応の比較

　　　　岩手医科大学(現結核予防会結核研究所)工 藤 鮪 是

　 (本論文の要旨は第23回 結核病学会総会並びに第2回東北地方学会に於て演説した)

緒 曾

実験 その1Dに 於いて既に述べたよ5に,抗 酸性雑菌

(抗雑 と略す)か ら得 られ るツベルク リ ン様物質(抗i雑

.rツ 」 と略す)が 旧 ツペル ク リン(旧「ツ」)とその反応が異

るや否や とい うことに関 しては,二,三 の学者 に より既

に検討せ られ てい るが,爾 その見解 は区 々であ る。而 し

て これ を明 らか にす ることは,ツ ペルク リソ反応 の本質

や,結 核菌 と他の抗 酸性菌 との関係 を究め る為 の一歩 と

して軍要で あろ うと考 え,抗 雑 「ツ」及び旧「ツ」の稀釈液

を以 て2つ の学童集 団に皮内反応を行 い,両 反応の相違

を観察 した。

(因 に本実験は昭和21年 に行 われ た。)

実 験

材料 一一 実験その1で 述べたES-8株 よ り作 られた抗

雑rツ 」原液 を0・5%カ ルボール加生理的 食塩水で1000倍

及 び2000倍 に稀 釈 し,同 時 に結 核予防会製旧「ツ」原液

を同様1000倍 及び2000倍 として準備 した。抗雑 「ッ」

は予 め,有志の医学生6名 の左前縛皮内 に0・1・¢注射 し,

副作用 その他一切 の障 害なきことを確めた上使用 した。

対象 の集団は盛 岡市 内国民学校2校 の学童 で1年 か ら

弓年生 までの男女,計1396名 の混合集団である。 この

5ち1集 団(計965名)はBCG接 種者 を多 く含み,皿

集団(計431名)は 自然感染者が大部分で ある・(戦 時

中の調査不徹底 にて,こ れ以上 は苓 明)

方法門一 この2集 団 を各 ζ二分 し,そ の一方へ1000

倍 ・他方へ2000倍 の抗雑 「ツ」及 び旧「ツ」を同一人の左

側前脾に5～7α 額の聞隔で,.ツ ペル ク リソ注射 器に より

0・1ce宛注射 した。(同 一側を撰んだのほ部位に よる差違

を考慮 した ものである◎)

そ して48時 間後そ の反応 を検 し,発 赤,硬 結 等に由

り記載 した。

成績一 結果 を発赤径の大 きさに よる度数分布表 で示

すと第1表 の ようになる。

この両 「ツ」の発赤径度数を5階 級 に分けて が一検定

法を行 い・1集 団2000倍 で4ま・ジ…13・2402,1000倍

錫2記4・5945・五集団2000倍 〆二12・8333,1000倍 ¢2=

3・9240の 値 を得た。(ハ』4)

亦更に発赤,硬 結,=二 重発赤の陽性数で両 「ツ」を比較

す ると,第2表 に示す如 くである。

この各 気に於け る両「ツ」聞の差iを,陽 性及 び陽性以外

の数 に分けて,四 折表 で検討 した。

更 にこの発赤 径の度数分布を百分率 として半対数曲線
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第1表 抗雑 ツ及び旧 ツ反応 の比較(集 団接種 に於け る発赤径 の度数分布表)
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別
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第2表 抗雑 「ツ」及 び旧「ツ」皮内反応の比鮫
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1
79

65。25士4.33
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を描 くと,第1図(4>～(二 〉となる。 旧「ツ」の関係 を明 らかに し得 ない ので・更 に同一入に於

然 し,度 数分布 のみでは各個人に於け る抗雑rツ 」及 び け る両 「ツ」の反応状態 を示す撒点図表を以 て,相 関関係
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第1図(イ)抗 雑 ツ及び旧 ツ皮内反応

の発赤 度数分布 曲線

第1群X2000稀 釈
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率

抗雑 ツ及 び旧 ツ皮内反応

の発赤 度数分布曲線

第 皿群X2000稀 釈

ノー23456冊 郵σ1H2β燐 繍弓θ1卿躍 ～錨56諮 澱掛箔蜘」醍卿 欄 嵐躍

驚赤の大 きさ傭⑳一→

を見たのが第2図(イ)～(・)である◎

試 に,こ れ よ り発赤径2顕mを 階級幅として両「ッ」反

応 間の相関係数を求 めると,1集 団2000倍Y=+0.618

(P・E-O・0177)1000倍Y=+0・639(P・E=O・0237)9集

団2000倍Y=十 〇・892(P・E=O。00675)1000倍Y=十

〇・622(P・Ef=0・0376)で 正の相関が認め られ た。

考 察

以上 の成績 よ り・抗雑 「ツ」旧「ツ」両反応間の発赤径度

数分布 に於 けるx2-lt定 は,1000倍 稀釈液の場合 では

L豆 集団共O・5>P>0・3で 有意 の差が無い といえ るo

即 ちこの両者の分布状態は同一の ものであ り得 る。然 し

2000倍 稀釈の場 合は1,[II集 団共P<0・01で 異 る反応

の ように見 えるが,こ れは半対数曲線 の推移の観察 より

して も・亦第2表 の陰性,陽 性 に 大別 した時の 皿集団

2000倍 の よ うに,陽 性数の間には有意 の差が無 い結果 と

な ることよ りして も,部 分的な差が影響 してい るよ うで

第1図 ㈲ 抗雑 ツ及び旧 ツ皮 内反応

.の発赤 度数 分布 曲線

第1群X1000稀 釈
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発 赤 の 大 きさ(耽珊 →

第1図(→ 抗雑 ツ及 び旧 ヅ皮内反応

.の 発赤度数分布 曲線

第 皿群X1000稀 釈
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ー
百

分

率

顯一一 ・-1日 ツベ ノγクリン

。一一一一・抗 雑 ツくル クリン

ある。但 し発赤,硬 結,二 重発赤 の比較 では,そ の陽性

数 に於いて1集 団2000倍 の発赤,硬 結 の み にx2の 値

が大であつたが・他は総て有意 の差 のない 二とを示 して

い る。

即 ちこの二つ の ツベル ク リンは異つ た反応 を示す とは

い えないのである。

そ して陽性率の点か らは・硬結 ・二重発赤が抗雑「ツ」

に稽 気低 いよ うにも思われ るが ジ有意の差はな く,実 際

の観察 に於て も・二 三の学者が唱 えたよ うな非典 型的 と

考え られ る点僕全 く見 出 され なかつた。亦少 くとも本菌

株 に関する限 り・反応 閾が低 くない ことも上述 の結果 か

ら明 らかである◎

亦同一人 に於け る・両 「ツ」の反応状態 を示す撒点図表

よ り得 た相関係数は総て0・6以 上の正の相関を示 してい

る。但 し一部 を除いて・その係数が十分大 とは云 えな、,

が・これは図表 よ りも判 る ように・対角線 より相当遙れ た
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第2図('t)'各 佃 人 に於 け る両 ツベル ク リ ン反 応

の発 赤 の 大 き さ
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点があることに よる。か 』ることは単 に手捜的誤差 のみ

甚 原因す るのか,或 は想像が許 され るならぼ,一 部は結

核菌及び抗雑菌の 自然感作の量的差が大 なる場合 に起 る

のか は俄 に決定出来 ぬが興昧あ るこ と玉思われ る。 そ し

てこの ことは実験 その1よ り見て も発赤度数分布 に よる

結果 と矛盾 しないであろ う。

総 括

げ

第2図 ㈲ 各 個 人 に於 け る両 ツベル ク リ ン反応

の発 赤 の大 きさ
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以上実験 その1及 びその2を 蒲 じ,か;る 部分的実験

よ り,抗 酸性雑菌の人体 に対する意義が実際 問題 として

如何な る程度 の ものであ るかを決定す ることは到底不能

であ るが,少 な ぐとも抗酸性雑菌が生体 に或程度の影 響

を与え,且 これ よ り得 られ る ツベル クリン様物質 による

皮内反応が,旧 「ツ」のそれ と別個の ものであるとはいえ
レ
ないことを知つた..
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毒 .結 鯉 論
　

主 と して抗雑 の入体 自然感作 の存在並び に,そ れ より

得 られ る「ツ」の性状 を知 らん として,動 物及び人体 に於

け る実験 を試 み,以 下の結果 を得た。

1)実 竺鼠 の3群 に各';e,抗 雑,BCG,油 包結核死菌

を1.Omg宛 同時 に接種 し 毎 週同一一動物 に抗雑 「ツ」(旧

「ツJと全 く同様 に抗雑 よ り製 した もの),BCG「 ツ」P

旧「ツ」を注射 し,反 応 の推移を検 したが,抗 雑 接種動物

では,旧 「ツ」BCG「 ツ」反応 は弱いが.抗 雑 「ツ」は甚だ

強い。BCG及 び,油 包死菌 に対 しては,旧 「ツ」BCG

「ツJは何れ も同程度 に反応す るが,抗 雑 「ツ」 も相 当強

く,明 らかな反応 を示 す(その1,第1図)。

2)家 兎の2群 に同様 に抗雑,BCGを 接 種 した成絹

は,天 竺鼠 と稻 気異 り,抗 雑接種 の場合 に,抗 雑「ツJは

勿論,旧 「ッ」も著明 な反応 を示す。亦BCG「 ツ」は両群

　

共 た強反応 を呈 した。

このことか ら旧「ツ」反応は抗雑接種の際 も,或 る場合

には反応 し得 ると考 えられ る(その1,第2図)。

3)更 にごつ の学童集団(計1,396名)・ に,抗 雑「ツ」

と旧「ッ」の1000借 及 び2000倍 稀釈液を注射 し,そ の

反応 を観察 した。そ して両集 団に於て,図 に示す ような

関係 を認 め,統 計学的 にも,こ の二つの反応 は別個の も

の とはいえぬことを確 めた。そ して この反応が,他 の学

者 のい うよ うに非典型的であ るとい う理 由は見 出され な

かつた(そ の2,第1表 第2衷 第1図 第2図)。

捌筆 に臨み,御 鞭鍵 を賜 つた・岩手 医大故三≡田学長,

田沢教授,終 始協力 を惜 しまなかつた同疫 学 研 究 室 三
る

田,橋 爪,渡 回,加 藤の諸 君,並 びに発表 に際 し,御 校

閲,御 助冒を載 いた結核予防会結核研究所,小 川,続 木,

益子の諸博士 に深 い謝意 を表す る。

訂 正

結核第26巻 第7号 掲載の東村道雄氏原著 「結核菌の発育環に関する研究」申,誤 がありましたので下記の如

く訂 正 致 し ます 。

誤

p・316,右 段,8行 目,pH6・9,7・1,7・6ま たは2・9

同9行 目,30%Glycerinbouillon

正

pH6。9,7・1,7・6ま た は7。9

.3タ/oGlyeerinbouMon


